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　さ
わ
や
か
な
初
夏
か
ら
、
気
の
重
い
梅

雨
そ
し
て
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
夏
。
季
節
は
毎

年
少
し
ず
つ
温
暖
化
し
つ
つ
も
巡
っ
て
く

る
。
こ
の
季
節
に
対
応
す
る
体
を
と
思
い
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
テ
レ
ビ
で
み
な
が
ら
毎
日

す
る
よ
う
に
な
り
２
年
と
少
し
。
始
め
た

ば
か
り
は
体
が
硬
く
て
、
前
屈
も
膝
ぐ
ら

い
ま
で
だ
っ
た
。
今
で
は
、
手
が
床
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
。

　ラ
ジ
オ
体
操
の
歴
史
は
古
く
、
健
康
増

進
と
衛
生
思
想
の
啓
蒙
を
図
る
た
め
に
ア

メ
リ
カ
の
生
命
保
険
会
社
が
考
案
し
た
。

日
本
で
は
、
１
９
２
８
年
に
国
民
健
康
体

操
と
し
て
放
送
を
開
始
し
た
。

　１
９
３
４
年
以
降
全
国
放
送
と
し
て
定

着
す
る
。
戦
後
に
現
在
の
ラ
ジ
オ
体
操
第

一
・
第
二
が
誕
生
し
、
１
９
９
９
年
に
は

誰
も
が
楽
し
め
る
「
み
ん
な
の
体
操
」
が

考
案
さ
れ
、
現
在
は
テ
レ
ビ
体
操
と
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
と
セ
ッ
ト
で
放
映
さ
れ
て
い

る
。　年

齢
と
と
も
に
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、

す
っ
か
り
硬
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
体

操
を
始
め
て
か
ら
は
身
体
が
軽
く
な
っ
た

様
な
気
が
す
る
。
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

い
や
い
や
、
何
事
も
、
継
続
は
力
な
り
と

い
う
で
は
な
い
か
。

　こ
れ
か
ら
も
な
る
べ
く
、
医
療
に
お
世

話
に
な
ら
ず
に
生
活
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

遊  

歩  

道
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め
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そ
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け
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トウモロコシが大きくそだちますように（新野小学校）
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　こ
の
作
品
は
、
脚
本
・
演
出
・
出

演
で
山
田
　百
次
さ
ん
・
金
田
　渚
さ

ん
（
新
野
）
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
」
に
も
出
演
し
た
売
木

村
在
住
の
俳
優
・
小
原
　華
さ
ん
を

出
演
に
迎
え
、
新
野
の
方
言
指
導
と

し
て
金
田
　信
夫
さ
ん
（
新
野
）
映

像
撮
影

　河
村
　竜
也
さ
ん
で
令
和

３
年
11
月
に
新
野
ま
る
は
ち
旅
館
さ

ん
で
初
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　公
演
は
大
好
評
の
う
ち
に
閉
幕
し
、

再
演
を
望
む
声
が
多
く
き
か
れ
ま
し

た
。　２

０
２
２
年
は
、
そ
の
要
望
に
こ

た
え
、
下
記
の
と
お
り
、
阿
南
町
新

野
・
売
木
村
・
飯
田
市
で
の
ツ
ア
ー

公
演
を
実
施
し
ま
す
！
新
野
の
歴
史

や
文
化
、
熱
い
思
い
が
た
っ
ぷ
り
詰

ま
っ
た
本
作
、
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な

く
！

■
公
演
情
報

《
阿
南
公
演
》

日
に
ち…

令
和
４
年
７
月
30
日
㈯

予
約
・
問
合
せ（
新
野
だ
ら
実
行
委
員
会
）

　

 …
deepjapan.niino@

gm
ail.com

 

　

 …
090-9667-6425

《
売
木
公
演
》

日
に
ち…

令
和
４
年
７
月
31
日
㈰ 

予
約
・
問
合
せ
（
隣
ノ
芝
居
58
）

　

 …
hanahirota@

gm
ail.com

　

 …
050-5236-3185

《
飯
田
公
演
》

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２ 

日
に
ち…

令
和
４
年
８
月
４
日
㈭

問
合
せ…

（
一
財
）長
野
県
文
化
振
興

事
業
団
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
推
進
室

　

 …
noa@

naganobunka.or.jp

　

 …
026-223-2111

■
ク
レ
ジ
ッ
ト

主
催…

新
野
だ
ら
実
行
委
員
会
（
阿

南
公
演
）
隣
ノ
芝
居
58（
売
木
公
演
）

共
催…

（
一
財
）長
野
県
文
化
振
興
事

業
団 

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
推
進
室
、

長
野
県（
飯
田
公
演
の
み
主
催
）

後
援…

阿
南
町
、
阿
南
町
教
育
委
員

会
、
売
木
村
、
売
木
村
教
育
委
員
会

協
力…

瑞
光
院
、
新
野
高
原
盆
踊
り

の
会

助
成…

令
和
四
年
度 

文
化
庁 

文
化

芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業

短
編
演
劇
「
新
野
物
語
」
と
は

　長
野
県
と（
一
財
）長
野
県
文
化

振
興
事
業
団
主
催
で
、
長
野
県

内
９
か
所
で
ア
ー
ト
と
地
域
の
関

わ
り
合
い
を
も
ち
、
各
地
域
の
も

つ
可
能
性
や
魅
力
を
耕
す
こ
と

な
ど
を
目
的
に
制
作
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　青
森
県
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
山
田
百
次
さ
ん
に
よ
り
、
「
新

野
の
盆
踊
り
」
を
題
材
に
、
盆
唄

に
お
さ
め
ら
れ
た
古
く
か
ら
の
新

野
の
人
々
の
営
み
、
そ
し
て
独
特

の
死
生
観
を
反
映
し
執
筆
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
野
・
津
軽
の
方

言
を
用
い
、
地
域
の
人
々
の
情
感

を
と
ら
え
ら
れ
た
作
品
と
な
り
ま

す
。

わ
が
町
を
盛
り
上
げ
よ
う

阿
南
・
売
木
・
飯
田
ツ
ア
ー

新野物語の様子は
上記QRコードから
YouTubeでご覧い
ただけます。

空腹の忠助におにぎりをあげ、
盆になるとすくいさがくると
説明をするキヨとお松

短
編
演
劇
「
新
野
物
語
」

み 

り
ょ
く

や
ま 

だ 

も
も 

じ
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だ 
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お 
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　今
回
は
、
富
士
山
西
麓
朝
霧
高
原

の
富
士
丘
根
原
の
開
拓
を
成
し
遂
げ
、

今
日
を
築
い
た
強
い
志
を
も
っ
た
方

で
、
富
士
宮
市
の
ロ
ー
カ
ル
誌
へ
の

投
稿
な
ど
も
行
っ
て
い
る
松
木

　圭

吾
さ
ん
（
92
歳
）
の
貴
重
な
経
験
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
の
忌
ま
わ
し
い
対
戦
が
終
結
し

た
の
は
、
今
か
ら
76
年
前
に
な
る
。

今
日
の
教
育
制
度
で
言
う
と
新
制
中

学
三
年
生
に
な
る
。
敗
戦
後
の
国
策

の
一
つ
と
し
て
自
国
民
の
食
料
は
自

国
で
賄
う
と
い
う
方
針
の
下
に
、
長

野
県
も
全
国
の
荒
野
を
調
査
し
、
そ

の
一
つ
が
こ
の
富
士
山
西
麓
朝
霧
高

原
の
、
４
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒

涼
た
る
草
原
で
あ
っ
た
。
長
野
県
は

戦
前
に
は
中
国
東
北
部
満
州
に
、
開

拓
希
望
者
を
募
り
国
策
に
協
力
し
た

過
去
が
あ
る
。

　大
東
亜
戦
争
の
戦
禍
に
よ
り
大
都

市
の
多
く
は
灰
燼
と
化
し
、
職
を
失

っ
た
若
者
た
ち
は
故
郷
に
帰
る
が
、

信
州
は
内
陸
地
ゆ
え
大
型
産
業
な
ど

無
く
、
失
業
し
た
若
者
た
ち
は
希
望

を
失
い
、
鬱
々
と
し
た
気
持
ち
で
す

ご
し
て
い
た
。
民
主
国
家
に
変
貌
し

た
後
の
国
策
は
「
自
国
の
食
料
は
自

国
で
賄
う
」
の
方
針
の
下
に
、
大
下

条
村
の
ト
ッ
プ
（
佐
々
木
忠
綱
氏
）

も
国
政
に
従
い
、
県
内
を
始
め
近
隣

所
県
の
、
未
開
の
開
拓
適
地
の
視
察

に
で
か
け
る
。

　は
じ
め
に
訪
れ
た
の
は
、
浜
松
郊

外
の
陸
軍
の
爆
撃
演
習
場
で
あ
っ
た
。

　佐
々
木
　忠
綱
氏
の
見
た
広
地
は

赤
土
の
痩
せ
た
土
壌
で
、
農
業
に
は

向
か
な
い
と
判
断
す
る
。
次
に
訪
れ

た
の
は
富
士
宮
市
郊
外
の
、
元
陸
軍

少
年
戦
車
兵
学
校
の
演
習
場
跡
地
で

あ
っ
た
。
広
大
な
草
地
の
中
に
は
民

家
も
無
く
、
こ
の
地
が
最
高
の
環
境

と
知
り
帰
村
す
る
。
帰
村
後
、
農
業

協
同
組
合
と
村
政
の
ト
ッ
プ
の
協
議

の
末
、
若
者
を
集
め
説
明
会
を
開
く
。

　開
拓
希
望
者
は
百
余
名
で
、
昭
和

20
年
１
月
31
日
の
早
朝
、
国
鉄

　飯

田
線

　温
田
駅
に
集
ま
る
。
辰
野
経

由
甲
府
駅
か
ら
身
延
線
に
乗
り
換
え
、

富
士
宮
駅
に
は
夕
刻
５
時
過
ぎ
に
つ

く
。
駅
前
に
は
赤
い
大
鳥
居
が
屹
立

し
て
い
た
。
宿
舎
は
戦
車
兵
学
校
の

調
理
施
設
で
夜
を
明
か
す
。
と
り
あ

え
ず
共
同
生
活
を
始
め
る
。

　何
回
も
協
議
を
行
い
、
重
大
案
件

は
ど
の
様
に
し
て
開
拓
事
業
を
成
功

さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。
協
議
の
結
果
、

各
人
の
定
住
希
望
地
の
明
確
化
で
あ

っ
た
。
海
抜
の
低
い
戦
車
兵
学
校
周

辺
は
、
既
に
地
元
の
人
た
ち
の
入
植

が
決
ま
っ
て
い
た
。
未
決
定
の
地
は
、

海
抜
６
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地

で
、
広
見
・
荻
平
・
富
士
丘
の
三
地

区
で
あ
っ
た
。

　一
泊
し
翌
日
開
拓
予
定
地
の
視
察

に
出
掛
け
る
。
広
見
・
荻
平
・
富
士

丘
を
見
て
ま
わ
る
、
上
井
出
や
井
の

頭
の
村
の
人
た
ち
は
、
水
の
な
い
荒

れ
野
を
「
遠
ツ
原
・
三
里
ヶ
原
（
現

　朝
霧
高
原
）
と
云
い
人
の
住
め
る

場
所
で
は
な
い
」
と
話
さ
れ
た
。
百

余
名
の
重
要
案
件
は
永
住
地
を
決
め

る
こ
と
で
あ
り
、
希
望
を
取
り
ま
と

め
た
結
果
。
富
士
丘
地
区
に
は
、
31

名
の
希
望
者
が
い
た
。

　全
員
が
独
身
男
性
で
住
居
建
設
の

た
め
、
戦
車
兵
学
校
内
に
散
在
し
て

い
た
廃
材
を
集
め
、
バ
ラ
ッ
ク
風
住

居
を
建
て
る
。
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
生
活
費
を
稼
ぐ
グ
ル
ー
プ
と
、
開

墾
を
進
め
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
飲
み
水
も
電
気
も
女
性
も
い

な
い
。
な
い
な
い
づ
く
し
の
中
、
理

想
を
胸
に
荒
野
に
開
墾
鍬
を
振
り
下

ろ
す
。

　既
存
の
村
人
た
ち
は
「
遠
ツ
原
三

里
」
と
言
い
、
人
の
住
め
る
場
所
で

は
無
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
過
去
の
苦
労
を
背
負

っ
た
老
人
男
性
は
余
輩
を
含
め
３
名
、

女
性
は
５
名
で
、
黄
泉
の
世
か
ら
の

誘
い
を
断
り
す
ご
し
て
い
る
。

石
の
上
に
も
五
年

松
木

　圭
吾

西
富
士
の
あ
ゆ
み
③
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　今
回
は
、
富
士
山
西
麓
朝
霧
高
原

の
富
士
丘
根
原
の
開
拓
を
成
し
遂
げ
、

今
日
を
築
い
た
強
い
志
を
も
っ
た
方

で
、
富
士
宮
市
の
ロ
ー
カ
ル
誌
へ
の

投
稿
な
ど
も
行
っ
て
い
る
松
木

　圭

吾
さ
ん
（
92
歳
）
の
貴
重
な
経
験
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
の
忌
ま
わ
し
い
対
戦
が
終
結
し

た
の
は
、
今
か
ら
76
年
前
に
な
る
。

今
日
の
教
育
制
度
で
言
う
と
新
制
中

学
三
年
生
に
な
る
。
敗
戦
後
の
国
策

の
一
つ
と
し
て
自
国
民
の
食
料
は
自

国
で
賄
う
と
い
う
方
針
の
下
に
、
長

野
県
も
全
国
の
荒
野
を
調
査
し
、
そ

の
一
つ
が
こ
の
富
士
山
西
麓
朝
霧
高

原
の
、
４
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒

涼
た
る
草
原
で
あ
っ
た
。
長
野
県
は

戦
前
に
は
中
国
東
北
部
満
州
に
、
開

拓
希
望
者
を
募
り
国
策
に
協
力
し
た

過
去
が
あ
る
。

　大
東
亜
戦
争
の
戦
禍
に
よ
り
大
都

市
の
多
く
は
灰
燼
と
化
し
、
職
を
失

っ
た
若
者
た
ち
は
故
郷
に
帰
る
が
、

信
州
は
内
陸
地
ゆ
え
大
型
産
業
な
ど

無
く
、
失
業
し
た
若
者
た
ち
は
希
望

を
失
い
、
鬱
々
と
し
た
気
持
ち
で
す

ご
し
て
い
た
。
民
主
国
家
に
変
貌
し

た
後
の
国
策
は
「
自
国
の
食
料
は
自

国
で
賄
う
」
の
方
針
の
下
に
、
大
下

条
村
の
ト
ッ
プ
（
佐
々
木
忠
綱
氏
）

も
国
政
に
従
い
、
県
内
を
始
め
近
隣

所
県
の
、
未
開
の
開
拓
適
地
の
視
察

に
で
か
け
る
。

　は
じ
め
に
訪
れ
た
の
は
、
浜
松
郊

外
の
陸
軍
の
爆
撃
演
習
場
で
あ
っ
た
。

　佐
々
木
　忠
綱
氏
の
見
た
広
地
は

赤
土
の
痩
せ
た
土
壌
で
、
農
業
に
は

向
か
な
い
と
判
断
す
る
。
次
に
訪
れ

た
の
は
富
士
宮
市
郊
外
の
、
元
陸
軍

少
年
戦
車
兵
学
校
の
演
習
場
跡
地
で

あ
っ
た
。
広
大
な
草
地
の
中
に
は
民

家
も
無
く
、
こ
の
地
が
最
高
の
環
境

と
知
り
帰
村
す
る
。
帰
村
後
、
農
業

協
同
組
合
と
村
政
の
ト
ッ
プ
の
協
議

の
末
、
若
者
を
集
め
説
明
会
を
開
く
。

　開
拓
希
望
者
は
百
余
名
で
、
昭
和

20
年
１
月
31
日
の
早
朝
、
国
鉄

　飯

田
線

　温
田
駅
に
集
ま
る
。
辰
野
経

由
甲
府
駅
か
ら
身
延
線
に
乗
り
換
え
、

富
士
宮
駅
に
は
夕
刻
５
時
過
ぎ
に
つ

く
。
駅
前
に
は
赤
い
大
鳥
居
が
屹
立

し
て
い
た
。
宿
舎
は
戦
車
兵
学
校
の

調
理
施
設
で
夜
を
明
か
す
。
と
り
あ

え
ず
共
同
生
活
を
始
め
る
。

　何
回
も
協
議
を
行
い
、
重
大
案
件

は
ど
の
様
に
し
て
開
拓
事
業
を
成
功

さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。
協
議
の
結
果
、

各
人
の
定
住
希
望
地
の
明
確
化
で
あ

っ
た
。
海
抜
の
低
い
戦
車
兵
学
校
周

辺
は
、
既
に
地
元
の
人
た
ち
の
入
植

が
決
ま
っ
て
い
た
。
未
決
定
の
地
は
、

海
抜
６
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地

で
、
広
見
・
荻
平
・
富
士
丘
の
三
地

区
で
あ
っ
た
。

　一
泊
し
翌
日
開
拓
予
定
地
の
視
察

に
出
掛
け
る
。
広
見
・
荻
平
・
富
士

丘
を
見
て
ま
わ
る
、
上
井
出
や
井
の

頭
の
村
の
人
た
ち
は
、
水
の
な
い
荒

れ
野
を
「
遠
ツ
原
・
三
里
ヶ
原
（
現

　朝
霧
高
原
）
と
云
い
人
の
住
め
る

場
所
で
は
な
い
」
と
話
さ
れ
た
。
百

余
名
の
重
要
案
件
は
永
住
地
を
決
め

る
こ
と
で
あ
り
、
希
望
を
取
り
ま
と

め
た
結
果
。
富
士
丘
地
区
に
は
、
31

名
の
希
望
者
が
い
た
。

　全
員
が
独
身
男
性
で
住
居
建
設
の

た
め
、
戦
車
兵
学
校
内
に
散
在
し
て

い
た
廃
材
を
集
め
、
バ
ラ
ッ
ク
風
住

居
を
建
て
る
。
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
生
活
費
を
稼
ぐ
グ
ル
ー
プ
と
、
開

墾
を
進
め
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
飲
み
水
も
電
気
も
女
性
も
い

な
い
。
な
い
な
い
づ
く
し
の
中
、
理

想
を
胸
に
荒
野
に
開
墾
鍬
を
振
り
下

ろ
す
。

　既
存
の
村
人
た
ち
は
「
遠
ツ
原
三

里
」
と
言
い
、
人
の
住
め
る
場
所
で

は
無
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
過
去
の
苦
労
を
背
負

っ
た
老
人
男
性
は
余
輩
を
含
め
３
名
、

女
性
は
５
名
で
、
黄
泉
の
世
か
ら
の

誘
い
を
断
り
す
ご
し
て
い
る
。

石
の
上
に
も
五
年

松
木

　圭
吾

西
富
士
の
あ
ゆ
み
③
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　阿
南
町
西
條
（
早
稲
田
）
に
は
平

安
時
代
か
ら
続
く
早
稲
田
神
社
（
式

外
社
）
が
あ
る
。
そ
の
集
落
か
ら
小

さ
な
谷
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
山
に
早

稲
田
観
音
堂
（
向
山
観
音
堂
と
も
い

う
）
が
あ
り
、
十
王
像
は
そ
の
お
堂

の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

　お
堂
が
観
音
堂
と
よ
ば
れ
る
の
は
、

石
造
の
三
十
三
観
音
が
主
仏
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
体
に
、
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　だ
が
、
こ
の
お
堂
に
は
三
十
三
観

音
の
ほ
か
に
、
厨
子
に
入
っ
た
「
薬

師
如
来
像
（
本
造
）
」
が
御
本
尊
と

し
て
、
中
央
上
段
に
鎮
座
し
、
そ
の

ま
わ
り
に
脇
侍
の
よ
う
に
三
十
三
観

音
が
す
わ
り
、
さ
ら
に
下
段
に
十
王

像
、
側
面
に
弘
法
大
師
像
な
ど
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
庭
に
は
三
界
万
霊
塔

（
元
文
年
間
）
や
庚
申
像
（
宝
暦
14

年
）
な
ど
が
あ
り
、
三
十
三
観
音
よ

り
古
い
時
代
の
石
仏
た
ち
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

　薬
師
如
来
像
（
町
指
定
文
化
財
、

像
高
81
㎝
）
は
、
痛
み
が
激
し
い
が
、

鎌
倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
昭
和
２

年
の
県
の
調
査
で
「
学
術
研
究
上
参

考
資
料
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
保
存
上

注
意
ヲ
要
ス
」
と
い
う
県
名
の
入
っ

た
木
札
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
お

墨
付
き
の
仏
像
で
あ
る
。

　実
は
、
こ
の
薬
師
如
来
像
は
、
早

稲
田
神
社
の
神
宮
寺
の
本
尊
だ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
十
王
像
も

神
宮
寺
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
神
仏
分
離
令
が
出

さ
れ
、
神
宮
寺
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
、
居
場
所
を
失
っ
た
仏
像
た

ち
は
、
転
々
と
し
た
の
ち
、
こ
こ
へ

引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早

稲
田
神
社
と
縁
の
深
い
お
堂
な
の
で

あ
る
。

　さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、

主
題
の
十
王
像
の
こ
と
で
あ
る
。
死

後
、
地
獄
へ
落
ち
る
か
、
救
わ
れ
る

か
、
そ
れ
を
審
判
す
る
裁
判
官
役
が

十
王
で
あ
る
が
、
生
前
に
十
王
を
祀

る
と
、
死
後
に
罪
を
軽
く
し
て
も
ら

え
る
と
あ
っ
て
、
信
仰
も
厚
か
っ
た
。

　阿
南
町
で
は
、
唯
一
の
十
王
像
で
、

町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
制
作
年
代
が
わ
か
ら
な

い
が
、
飯
伊
の
十
王
像
の
中
で
も
か

な
り
古
い
も
の
と
言
わ
れ
て
き
た
。

紹
介
さ
れ
た
書
物
の
中
に
は
、
鎌
倉

と
も
室
町
と
も
書
か
れ
た
り
し
て
い

る
が
、
根
拠
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

　石
質
は
安
山
岩
、
像
高
は
ど
れ
も

35
㎝
前
後
。

　冠
と
道
服
は
同
じ
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
顔
も
手
の
表
情
も
異
な
り
、
威

厳
の
あ
る
顔
に
は
違
い
な
い
が
、
ど

こ
か
愛
嬌
も
感
じ
ら
れ
る
尊
像
で
あ

る
。
ど
れ
が
ど
の
王
か
、
か
の
有
名

な
閻
魔
大
王
も
ど
れ
だ
か
見
分
け
が

つ
か
な
い
。
十
王
の
ほ
か
に
、
少
し

小
柄
な
二
体
は
閻
魔
大
王
の
従
者
で

裁
判
を
手
伝
う
書
記
官
の
司
命
と
司

録
で
あ
ろ
う
。
三
途
の
川
で
渡
し
賃

が
な
い
死
者
か
ら
衣
類
を
剥
ぐ
奪
衣

婆
、
そ
の
衣
類
を
木
の
枝
に
掛
け
て
、

生
前
の
罪
の
重
さ
を
計
る
懸
衣
翁
、

い
ず
れ
も
残
忍
な
役
割
で
、
薄
気
味

悪
い
が
、
形
相
は
そ
ん
な
に
ひ
ど
く

は
な
い
。

　以
上
の
14
体
は
摩
耗
が
あ
る
も
の

の
、
そ
こ
そ
こ
完
形
で
あ
る
。

　道
具
類
は
、
生
前
の
罪
業
を
全
て

映
し
出
す
と
さ
れ
る
浄
玻
璃
の
鏡

（
経
15
㎝
）
は
無
傷
で
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
罪
の
重
さ
を
図
る
秤
と
分

銅
に
し
た
と
思
わ
れ
る
球
形
状
の
石

な
ど
が
あ
る
。

　毎
年
３
月
と
９
月
の
お
彼
岸
に
は
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
堂
内
が

清
め
ら
れ
、
灯
明
が
灯
さ
れ
、
庭
で

般
若
心
経
が
唱
え
ら
れ
、
堂
内
で
数

珠
廻
し
が
行
わ
れ
る
。 （
松
澤  

英
男
）

わ
が
町
の
石
造
文
化
財
⑦

早
稲
田
観
音
堂
の
十
王
像（
阿
南
町
西
條
）

　
　―
も
と
は
神
宮
寺
の
も
の
か
も
―

じ
ゅ
う
お
う
ぞ
う

じ
ん
ぐ
う 

じ
わ

　せ

　だ

し
き

が
い
し
ゃ

ま
つ

か
ん
せ
い

ず

　し

き
ょ
う
じ

こ
う
ぼ
う
た
い  

し  

ぞ
う

さ
ん
が
い
ま
ん
れ
い
と
う

こ
う
し
ん
ぞ
う

え
ん 

ま  

だ
い
お
う

し
み
ょ
う

だ
つ  

え

ば

け
ん  

え  

お
う

じ
ょ
う 

は

　

 

り

し

ろ
く

や
く

し  

に
ょ
ら
い
ぞ
う
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〈
南
信
高
校
総
体
剣
道
大
会 

結
果
〉

  

令
和
４
年
５
月
14
日
・
15
日
で
行

わ
れ
た
南
信
高
校
総
体
剣
道
大
会
に

お
い
て
、
下
伊
那
農
業
高
校
の
３
年

生
の
山
下 

彩
花
さ
ん（
東
條
）と
坂
巻 

華
さ
ん（
西
條
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　個
人
戦
に
お
い
て
３
位
と
４
位
に

入
賞
し
、
県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

団
体
戦
で
も
、
二
人
が
活
躍
し
優
勝

で
同
じ
く
県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

　小
学
生
の
時
か
ら
剣
道
を
始
め
、

週
一
回
の
稽
古
で
鍛
錬
し
、
中
学
で

は
剣
道
部
が
な
い
た
め
他
の
部
活
で

し
た
が
、
高
校
で
剣
道
部
に
入
部
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
う
よ
う
な
練
習
が

で
き
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

　
　

　そ
の
中
で
も
、
二
人
で
切
磋
琢
磨

し
今
回
県
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
い

れ
ま
し
た
。

〈
第
22
回 

町
民
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
結
果
〉

　令
和
４
年
５
月
28
日
㈯
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
65
人
が
参
加
し
、
ゴ
ル

フ
の
腕
を
競
い
あ
い
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

〇
団
体
の
部

　優

　勝

　東
條

　準
優
勝

　北
條

　３

　位

　和
合

〇
個
人
の
部

　新
ぺ
リ
ア

　優

　勝

　松
澤

　敏
彦

　準
優
勝

　中

　
　謙
二

　３

　位

　前
澤

　保
人

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　優

　勝

　中

　
　謙
二

〈
令
和
４
年
度
富
草
公
民
館
〉

○
富
草
海
物
語 （
７
月
）…

実
施
予
定

○
球
技
大
会
（
８
月
）…

実
施
予
定

〈
令
和
４
年
度
大
下
条
公
民
館
〉

〇
自
然
観
察
会
＆

　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
８
月
）…

中
止

〈
令
和
４
年
度
和
合
公
民
館
〉

○
夏
祭
り

　（
７
月
）…

実
施
予
定

○
魚
つ
か
み
大
会

（
７
月
）…

実
施
予
定

○
和
合
念
仏
踊
り

（
８
月
）…

実
施
予
定

〈
令
和
４
年
度
　
阿
南
町
公
民
館
〉

○
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
わ
く
わ
く
体
験
！

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
！

（
９
月
）…

実
施
予
定

　詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
阿
南

町
教
育
委
員
会

　☎
（22）
２
２
７
０
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
か
じ
か
の
湯
に
掲
載
中
！
〉

　か
じ
か
の
湯
の
入
口
付
近
の
パ
ネ

ル
ボ
ー
ド
に
て
【
郷
土
の
偉
人

　

佐
々
木
　忠
綱
っ
て
ど
ん
な
人
？
・

公
民
館
報
の
表
紙
で
振
り
返
る
阿
南

町
】
と
い
う
こ
と
で
阿
南
町
の
公
民

館
報
・
歴
史
に
ち
な
ん
だ
特
集
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
足
を
運
ん
だ
際
に
ご
覧
く
だ

さ
い
！

〈
Ｂ
＆
Ｇ
阿
南
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
今

流
行
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
が
入
り
ま
し
た
！
〉

　み
な
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）
は
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
（S

tan
d 

U
p 
P
addleboard

）
の
略
称
で
、

大
き
め
の
ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
、
パ

ド
ル
を
漕
い
で
水
面
を
進
ん
で
い
く

ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。

　古
代
か
ら
水
の
上
を
移
動
す
る
手

段
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
大
衆
的

な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
の
が

１
９
６
０
年
頃
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
の
が
２
０
０

４
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　海
だ
け
で
な
く
川
や
湖
な
ど
様
々

な
場
所
で
、お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、近
年
は
日
本

各
地
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　興
味
の
あ
る
方
は
、Ｂ
＆
Ｇ
阿
南

町
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を
運
び
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

５
月
・
６
月  

で
き
ご
と

公
民
館
イ
ベ
ン
ト

　
　
（
７
月
・
８
月
予
定
）

阿
南
町
情
報

や
ま
し
た 

あ
や 

か

さ
か
ま
き

は
な

ま
つ
ざ
わ 

と
し
ひ
こ

な
か 

け
ん  

じ

ま
え
ざ
わ 

や
す  

と

あ　な　ん令和４年７月１日 ⑷

　阿
南
町
西
條
（
早
稲
田
）
に
は
平

安
時
代
か
ら
続
く
早
稲
田
神
社
（
式

外
社
）
が
あ
る
。
そ
の
集
落
か
ら
小

さ
な
谷
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
山
に
早

稲
田
観
音
堂
（
向
山
観
音
堂
と
も
い

う
）
が
あ
り
、
十
王
像
は
そ
の
お
堂

の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

　お
堂
が
観
音
堂
と
よ
ば
れ
る
の
は
、

石
造
の
三
十
三
観
音
が
主
仏
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
体
に
、
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　だ
が
、
こ
の
お
堂
に
は
三
十
三
観

音
の
ほ
か
に
、
厨
子
に
入
っ
た
「
薬

師
如
来
像
（
本
造
）
」
が
御
本
尊
と

し
て
、
中
央
上
段
に
鎮
座
し
、
そ
の

ま
わ
り
に
脇
侍
の
よ
う
に
三
十
三
観

音
が
す
わ
り
、
さ
ら
に
下
段
に
十
王

像
、
側
面
に
弘
法
大
師
像
な
ど
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
庭
に
は
三
界
万
霊
塔

（
元
文
年
間
）
や
庚
申
像
（
宝
暦
14

年
）
な
ど
が
あ
り
、
三
十
三
観
音
よ

り
古
い
時
代
の
石
仏
た
ち
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

　薬
師
如
来
像
（
町
指
定
文
化
財
、

像
高
81
㎝
）
は
、
痛
み
が
激
し
い
が
、

鎌
倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
昭
和
２

年
の
県
の
調
査
で
「
学
術
研
究
上
参

考
資
料
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
保
存
上

注
意
ヲ
要
ス
」
と
い
う
県
名
の
入
っ

た
木
札
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
お

墨
付
き
の
仏
像
で
あ
る
。

　実
は
、
こ
の
薬
師
如
来
像
は
、
早

稲
田
神
社
の
神
宮
寺
の
本
尊
だ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
十
王
像
も

神
宮
寺
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
神
仏
分
離
令
が
出

さ
れ
、
神
宮
寺
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
、
居
場
所
を
失
っ
た
仏
像
た

ち
は
、
転
々
と
し
た
の
ち
、
こ
こ
へ

引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早

稲
田
神
社
と
縁
の
深
い
お
堂
な
の
で

あ
る
。

　さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、

主
題
の
十
王
像
の
こ
と
で
あ
る
。
死

後
、
地
獄
へ
落
ち
る
か
、
救
わ
れ
る

か
、
そ
れ
を
審
判
す
る
裁
判
官
役
が

十
王
で
あ
る
が
、
生
前
に
十
王
を
祀

る
と
、
死
後
に
罪
を
軽
く
し
て
も
ら

え
る
と
あ
っ
て
、
信
仰
も
厚
か
っ
た
。

　阿
南
町
で
は
、
唯
一
の
十
王
像
で
、

町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
制
作
年
代
が
わ
か
ら
な

い
が
、
飯
伊
の
十
王
像
の
中
で
も
か

な
り
古
い
も
の
と
言
わ
れ
て
き
た
。

紹
介
さ
れ
た
書
物
の
中
に
は
、
鎌
倉

と
も
室
町
と
も
書
か
れ
た
り
し
て
い

る
が
、
根
拠
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

　石
質
は
安
山
岩
、
像
高
は
ど
れ
も

35
㎝
前
後
。

　冠
と
道
服
は
同
じ
だ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
顔
も
手
の
表
情
も
異
な
り
、
威

厳
の
あ
る
顔
に
は
違
い
な
い
が
、
ど

こ
か
愛
嬌
も
感
じ
ら
れ
る
尊
像
で
あ

る
。
ど
れ
が
ど
の
王
か
、
か
の
有
名

な
閻
魔
大
王
も
ど
れ
だ
か
見
分
け
が

つ
か
な
い
。
十
王
の
ほ
か
に
、
少
し

小
柄
な
二
体
は
閻
魔
大
王
の
従
者
で

裁
判
を
手
伝
う
書
記
官
の
司
命
と
司

録
で
あ
ろ
う
。
三
途
の
川
で
渡
し
賃

が
な
い
死
者
か
ら
衣
類
を
剥
ぐ
奪
衣

婆
、
そ
の
衣
類
を
木
の
枝
に
掛
け
て
、

生
前
の
罪
の
重
さ
を
計
る
懸
衣
翁
、

い
ず
れ
も
残
忍
な
役
割
で
、
薄
気
味

悪
い
が
、
形
相
は
そ
ん
な
に
ひ
ど
く

は
な
い
。

　以
上
の
14
体
は
摩
耗
が
あ
る
も
の

の
、
そ
こ
そ
こ
完
形
で
あ
る
。

　道
具
類
は
、
生
前
の
罪
業
を
全
て

映
し
出
す
と
さ
れ
る
浄
玻
璃
の
鏡

（
経
15
㎝
）
は
無
傷
で
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
罪
の
重
さ
を
図
る
秤
と
分

銅
に
し
た
と
思
わ
れ
る
球
形
状
の
石

な
ど
が
あ
る
。

　毎
年
３
月
と
９
月
の
お
彼
岸
に
は
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
堂
内
が

清
め
ら
れ
、
灯
明
が
灯
さ
れ
、
庭
で

般
若
心
経
が
唱
え
ら
れ
、
堂
内
で
数

珠
廻
し
が
行
わ
れ
る
。 （
松
澤  

英
男
）

わ
が
町
の
石
造
文
化
財
⑦

早
稲
田
観
音
堂
の
十
王
像（
阿
南
町
西
條
）

　
　―
も
と
は
神
宮
寺
の
も
の
か
も
―

じ
ゅ
う
お
う
ぞ
う

じ
ん
ぐ
う 

じ
わ

　せ

　だ

し
き

が
い
し
ゃ

ま
つ

か
ん
せ
い

ず

　し

き
ょ
う
じ

こ
う
ぼ
う
た
い  

し  

ぞ
う

さ
ん
が
い
ま
ん
れ
い
と
う

こ
う
し
ん
ぞ
う

え
ん 

ま  

だ
い
お
う

し
み
ょ
う

だ
つ  

え

ば

け
ん  

え  

お
う

じ
ょ
う 

は

　

 

り

し

ろ
く

や
く

し  

に
ょ
ら
い
ぞ
う



　山
野
や
未
舗
装
路
を
走
る
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
趣
味
で
す
。
２
０

１
９
年
に
初
め
て
大
会
に
出
て
か
ら

３
年
程
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　

○
完
走
？
完
歩
？
し
た
主
な
レ
ー
ス

◆
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
マ
ウ
ン
ト
フ

ジ
（
１
６
０
㎞
）

◆
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー（
70
㎞
）

◆
奥
信
濃
１
０
０
（
65
㎞
）

◆the4100d

マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル

イ
ン
野
沢
温
泉
（
65
㎞
）

①…

サ
ロ
モ
ン
／
ソ
フ
ト
フ
ラ
ス
ク

（
５
０
０
㎖×

２
）

　

②…

サ
ロ
モ
ン
／
ソ
フ
ト
カ
ッ
プ

　

③…

ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル 

パ
ー
フ
ェ
ク

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド

④…

マ
グ
オ
ン

　

⑤…

井
村
屋
／
ス
ポ
ー
ツ
羊
羹
（
適

度
に
水
分
を
含
み
疲
れ
て
い
て
も
飲

み
込
み
や
す
い
の
で
お
気
に
入
り
で

す
。
）

あ　な　ん⑺　令和４年７月１日 あ　な　ん令和４年７月１日 ⑹

私 

の 

夢

大
下
条
小
学
校 

６
年
生

石
井

　暖
乃
さ
ん

い
し

 い

 

の

 の

⑥…
尾
西
食
品
／
ア
ル
フ
ァ
米
（
お

湯
又
は
水
で
戻
せ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

お
米
が
食
べ
た
く
な
る
の
で
。
）

⑦…

ペ
ツ
ル
／アク

テ
ィ
ッ
ク
コ
ア×

２

⑧…

絆
創
膏
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー
ト
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
テ
ー
ピ
ン

グ
テ
ー
プ
、
予
備
電
池
等

　

⑨…

ワ
セ
リ
ン
（
擦
れ
対
策
。
）

　

⑩…

モ
ン
ベ
ル
／
ト
レ
ン
ト
フ
ラ
イ

ヤ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
パ
ン
ツ
（
軽
量
、

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
も
の
で
最
も
コ
ス

パ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
型

落
ち
で
安
か
っ
た
の
で
。
）

　

⑪…

フ
ァ
イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
／
メ
リ
ノ

ス
ピ
ン
ラ
イ
ト
ロ
ン
グ
ス
リ
ー
ブ
・

タ
イ
ツ
・
グ
ロ
ー
ブ
（
軽
量
で
通
気

性
が
良
く
保
温
性
も
高
い
と
思
い
ま

す
。
）

⑫…

ノ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
／
Ｔ
Ｒ
10

（
フ
ィ
ッ
ト
感
が
良
く
、
前
面
の
収

納
性
が
高
い
た
め
ロ
ン
グ
レ
ー
ス
で

重
宝
し
ま
す
。
補
給
食
な
ど
の
背
中

か
ら
の
出
し
入
れ
が
少
な
く
て
済
み

ま
す
。
）

⑬…

ネ
イ
サ
ン
／
ス
ト
ロ
ー
ブ
ラ
イ
ト

⑭…

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
／
モ
バ
イ
ル
バ

ッ
テ
リ
ー
（
防
水
、
防
塵
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ウ
ォ
ッ
チ
の
充
電
用
。
）

　自
然
の
道
が
コ
ー
ス
な
の
で
、
岩

や
泥
、
木
の
根
っ
こ
、
急
登
、
渡
渉

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
形
を
走
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
稜
線
に
出
れ
ば
眺
め

の
良
い
景
色
を
楽
し
み
、
日
が
落
ち

れ
ば
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
進
み
、

雨
が
降
れ
ば
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
を
羽
織

り…

変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
は
大
冒

険
を
し
て
い
る
気
分
で
す
。
ま
た
、

走
る
こ
と
を
始
め
た
の
は
歳
を
と
っ

て
か
ら
（
30
歳
目
前
）
で
す
が
、
タ

イ
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
だ
け
な
ら
、
才
能
や
セ
ン
ス
が
必

要
な
い
の
も
魅
力
で
す
。
長
い
距
離

に
な
れ
ば
、
遅
く
て
も
ゴ
ー
ル
出
来

れ
ば
達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。

○
あ
な
た
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　私
は
今
、
南
信
州
広
域
連
合

　飯

田
消
防
署
本
部

　阿
南
消
防
署

　和

田
分
署
に
消
防
士
と
し
て
勤
務
を
し

て
い
ま
す
。

○
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
は
？

　消
防
署
へ
の
１
１
９
番
通
報
の
中

で
一
番
多
い
の
は
、
救
急
出
動
で
す
。

　私
は
消
防
士
と
し
て
５
年
目
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
悔
し
く
も
、
救
え

な
か
っ
た
命
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
一
方
で
、
救
え
た
命
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　と
て
も
危
険
な
状
態
の
方
を
早
急

に
搬
送
し
た
際
、
数
か
月
後
に
「
容

態
が
よ
く
な
り
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
に
来
て
い
た
だ
い
た
時
は
、
消
防

士
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

○
今
後
の
目
標
は
？

　私
は
、
ま
だ
ま
だ
消
防
士
と
し
て

未
熟
な
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の
で
、

消
防
の
業
務
で
あ
る
、
消
防
・
救

急
・
救
助
・
予
防
に
つ
い
て
こ
れ
か

ら
も
、
勉
強
と
訓
練
に
励
み
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
夏
に
な
り
予
防
す
る
こ
と
は
？

　こ
の
時
期
は
、
気
温
が
高
く
な
り

ま
す
。
昨
年
、
飯
田
広
域
消
防
署
で

は
67
人
の
方
が
熱
中
症
疑
い
で
救
急

搬
送
さ
れ
て
お
り
、
内
半
分
ち
か
く

の
方
が
室
内
で
の
救
急
要
請
を
し
て

い
ま
す
。

　熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

日
々
の
気
温
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
発
令
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
の
確
認
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

若い衆若い衆
阿南町　新野

恩 澤　  仁さん
おん ざわ じん

オ
で
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　熱
中
症
は
、
予
防
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　の
ど
が
渇
く
ま
え
に
、
水
分
補
給

を
し
た
り
、
過
度
な
運
動
・
外
作
業

を
避
け
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　意
識
的
に
注
意
を
し
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

　私
の
将
来
の
夢
は
、
歌
手
で

す
。
理
由
は
、
歌
が
好
き
だ
か

ら
で
す
。
初
め
て
、
将
来
の
夢

を
聞
か
れ
た
と
き
、
「
歌
手
に

な
り
た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　歌
手
に
は
、
セ
ン
ス
が
あ
る

こ
と
と
、
き
れ
い
な
声
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
な
り

た
い
と
思
っ
て
も
な
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　で
も
、
私
は
歌
が
大
好
き
だ

か
ら
こ
そ
、
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
歌
を
作

っ
て
み
た
い
で
す
。
テ
ー
マ
や

思
っ
た
こ
と
を
考
え
て
、
楽
し

い
曲
や
悲
し
い
曲
な
ど
も
作
っ

て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
ス
ー
パ

ー
な
歌
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　そ
の
た
め
に
自
分
の
す
る
べ

き
こ
と
を
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
野

　長
澤  

和
樹
さ
ん

私
た
ち
の
趣
味
・
自
慢
！

な
が
さ
わ

 
か
ず

 き

き
ゅ
う
と
う

と
し
ょ
う

り
ょ
う
せ
ん

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と
中
身
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野
や
未
舗
装
路
を
走
る
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
趣
味
で
す
。
２
０

１
９
年
に
初
め
て
大
会
に
出
て
か
ら

３
年
程
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　

○
完
走
？
完
歩
？
し
た
主
な
レ
ー
ス

◆
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
マ
ウ
ン
ト
フ

ジ
（
１
６
０
㎞
）

◆
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー（
70
㎞
）

◆
奥
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濃
１
０
０
（
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㎞
）
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ウ
ン
テ
ン
ト
レ
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イ
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野
沢
温
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（
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）
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サ
ロ
モ
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／
ソ
フ
ト
フ
ラ
ス
ク

（
５
０
０
㎖×

２
）

　

②…

サ
ロ
モ
ン
／
ソ
フ
ト
カ
ッ
プ

　

③…

ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル 

パ
ー
フ
ェ
ク

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド

④…

マ
グ
オ
ン

　

⑤…

井
村
屋
／
ス
ポ
ー
ツ
羊
羹
（
適

度
に
水
分
を
含
み
疲
れ
て
い
て
も
飲

み
込
み
や
す
い
の
で
お
気
に
入
り
で

す
。
）

あ　な　ん⑺　令和４年７月１日 あ　な　ん令和４年７月１日 ⑹

私 

の 

夢

大
下
条
小
学
校 

６
年
生

石
井

　暖
乃
さ
ん

い
し

 い

 

の

 の

⑥…

尾
西
食
品
／
ア
ル
フ
ァ
米
（
お

湯
又
は
水
で
戻
せ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

お
米
が
食
べ
た
く
な
る
の
で
。
）

⑦…

ペ
ツ
ル
／アク

テ
ィ
ッ
ク
コ
ア×

２

⑧…

絆
創
膏
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー
ト
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
テ
ー
ピ
ン

グ
テ
ー
プ
、
予
備
電
池
等

　

⑨…

ワ
セ
リ
ン
（
擦
れ
対
策
。
）

　

⑩…

モ
ン
ベ
ル
／
ト
レ
ン
ト
フ
ラ
イ

ヤ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
パ
ン
ツ
（
軽
量
、

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
も
の
で
最
も
コ
ス

パ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
型

落
ち
で
安
か
っ
た
の
で
。
）

　

⑪…

フ
ァ
イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
／
メ
リ
ノ

ス
ピ
ン
ラ
イ
ト
ロ
ン
グ
ス
リ
ー
ブ
・

タ
イ
ツ
・
グ
ロ
ー
ブ
（
軽
量
で
通
気

性
が
良
く
保
温
性
も
高
い
と
思
い
ま

す
。
）

⑫…

ノ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
／
Ｔ
Ｒ
10

（
フ
ィ
ッ
ト
感
が
良
く
、
前
面
の
収

納
性
が
高
い
た
め
ロ
ン
グ
レ
ー
ス
で

重
宝
し
ま
す
。
補
給
食
な
ど
の
背
中

か
ら
の
出
し
入
れ
が
少
な
く
て
済
み

ま
す
。
）

⑬…

ネ
イ
サ
ン
／
ス
ト
ロ
ー
ブ
ラ
イ
ト

⑭…

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
／
モ
バ
イ
ル
バ

ッ
テ
リ
ー
（
防
水
、
防
塵
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ウ
ォ
ッ
チ
の
充
電
用
。
）

　自
然
の
道
が
コ
ー
ス
な
の
で
、
岩

や
泥
、
木
の
根
っ
こ
、
急
登
、
渡
渉

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
地
形
を
走
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
稜
線
に
出
れ
ば
眺
め

の
良
い
景
色
を
楽
し
み
、
日
が
落
ち

れ
ば
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
進
み
、

雨
が
降
れ
ば
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
を
羽
織

り…

変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
は
大
冒

険
を
し
て
い
る
気
分
で
す
。
ま
た
、

走
る
こ
と
を
始
め
た
の
は
歳
を
と
っ

て
か
ら
（
30
歳
目
前
）
で
す
が
、
タ

イ
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
だ
け
な
ら
、
才
能
や
セ
ン
ス
が
必

要
な
い
の
も
魅
力
で
す
。
長
い
距
離

に
な
れ
ば
、
遅
く
て
も
ゴ
ー
ル
出
来

れ
ば
達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。

○
あ
な
た
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　私
は
今
、
南
信
州
広
域
連
合

　飯

田
消
防
署
本
部

　阿
南
消
防
署

　和

田
分
署
に
消
防
士
と
し
て
勤
務
を
し

て
い
ま
す
。

○
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
は
？

　消
防
署
へ
の
１
１
９
番
通
報
の
中

で
一
番
多
い
の
は
、
救
急
出
動
で
す
。

　私
は
消
防
士
と
し
て
５
年
目
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
悔
し
く
も
、
救
え

な
か
っ
た
命
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す

が
一
方
で
、
救
え
た
命
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　と
て
も
危
険
な
状
態
の
方
を
早
急

に
搬
送
し
た
際
、
数
か
月
後
に
「
容

態
が
よ
く
な
り
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
に
来
て
い
た
だ
い
た
時
は
、
消
防

士
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

○
今
後
の
目
標
は
？

　私
は
、
ま
だ
ま
だ
消
防
士
と
し
て

未
熟
な
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の
で
、

消
防
の
業
務
で
あ
る
、
消
防
・
救

急
・
救
助
・
予
防
に
つ
い
て
こ
れ
か

ら
も
、
勉
強
と
訓
練
に
励
み
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
夏
に
な
り
予
防
す
る
こ
と
は
？

　こ
の
時
期
は
、
気
温
が
高
く
な
り

ま
す
。
昨
年
、
飯
田
広
域
消
防
署
で

は
67
人
の
方
が
熱
中
症
疑
い
で
救
急

搬
送
さ
れ
て
お
り
、
内
半
分
ち
か
く

の
方
が
室
内
で
の
救
急
要
請
を
し
て

い
ま
す
。

　熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

日
々
の
気
温
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
発
令
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
の
確
認
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

若い衆若い衆
阿南町　新野

恩 澤　  仁さん
おん ざわ じん

オ
で
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　熱
中
症
は
、
予
防
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　の
ど
が
渇
く
ま
え
に
、
水
分
補
給

を
し
た
り
、
過
度
な
運
動
・
外
作
業

を
避
け
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　意
識
的
に
注
意
を
し
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

　私
の
将
来
の
夢
は
、
歌
手
で

す
。
理
由
は
、
歌
が
好
き
だ
か

ら
で
す
。
初
め
て
、
将
来
の
夢

を
聞
か
れ
た
と
き
、
「
歌
手
に

な
り
た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　歌
手
に
は
、
セ
ン
ス
が
あ
る

こ
と
と
、
き
れ
い
な
声
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
な
り

た
い
と
思
っ
て
も
な
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　で
も
、
私
は
歌
が
大
好
き
だ

か
ら
こ
そ
、
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
歌
を
作

っ
て
み
た
い
で
す
。
テ
ー
マ
や

思
っ
た
こ
と
を
考
え
て
、
楽
し

い
曲
や
悲
し
い
曲
な
ど
も
作
っ

て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
ス
ー
パ

ー
な
歌
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　そ
の
た
め
に
自
分
の
す
る
べ

き
こ
と
を
し
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
野

　長
澤  

和
樹
さ
ん

私
た
ち
の
趣
味
・
自
慢
！

な
が
さ
わ

 
か
ず

 き

き
ゅ
う
と
う

と
し
ょ
う

り
ょ
う
せ
ん

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と
中
身



　先
日
、
満
蒙
開
拓
記
念
館

　館
長

寺
沢

　秀
文
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
満
蒙
開
拓
団
は
、

全
国
で
約
27
万
人
の
人
々
が
旧
満
州

に
渡
り
ま
し
た
。
多
く
の
開
拓
団
は
、

現
地
の
人
の
家
や
農
地
を
安
い
値
段

で
買
収
し
半
強
制
的
に
追
い
出
し
、
そ

こ
に
開
拓
団
員
が
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　大
切
な
家
や
農
地
を
奪
わ
れ
た
現

地
人
の
悲
し
み
や
恨
み
が
、
中
立
条
約

を
結
ん
で
い
た
ソ
連
軍
の
侵
攻
時
の
際

に
現
地
人
に
よ
る
日
本
人
襲
撃
に
繋

が
っ
た
そ
う
で
す
。
開
拓
団
員
の
悲
惨

な
逃
避
行
は
、
集
団
自
決
な
ど
で
多

く
の
犠
牲
を
生
み
ま
し
た
。
満
蒙
開
拓

の
経
験
等
を
掲
載
し
た
も
の
が
、
公
民

館
報
２
３
５
号
ま
で
の
「
大
陸
流
転
」

で
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
国
策
と
し
て
、
緊
急
開
拓

政
策
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
分
村
計
画

と
し
て
大
下
条
村
よ
り
西
富
士
へ
入

植
さ
れ
た
方
々
の
貴
重
な
体
験
・
苦

労
・
努
力
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
新

シ
リ
ー
ズ
「
西
富
士
の
あ
ゆ
み
」
で
あ

り
ま
す
。

　今
後
も
、
紙
面
で
阿
南
町
の
歴
史
・

文
化
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

あ　な　ん令和４年７月１日 ⑻

　（
五
百
重
さ
ん
は
大
正
11
年
９
月

生
ま
れ
の
99
才
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
和
」
に
お
住
ま
い
で
す
。
）

　も
う
す
ぐ
１
０
０
才
と
言
わ
れ
て

も
、
年
を
取
っ
た
気
が
し
な
い
で
な

あ
。
ち
ょ
っ
と
耳
が
遠
く
な
っ
た
が
、

風
邪
ひ
き
く
ら
い
で
大
き
な
病
気
も

な
い
し
、
骨
折
し
た
こ
と
も
な
い
。

丈
夫
で
こ
ら
れ
て
お
か
げ
な
。

　８
年
前
か
ら
こ
こ
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
頭
の
体
操
を
し
た
り
、
み
ん
な
と

話
し
た
り
、
楽
し
く
や
っ
と
る
に
。

　子
守
に
始
ま
っ
て
、
百
姓
仕
事
の

手
伝
い
に
出
て
昔
は
大
変
だ
っ
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
用
の
俵
の
底
を
付
け
る

作
業
と
か
。
豊
橋
に
糸
取
り
に
出
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も

苦
労
を
か
け
た
。
小
学
校
の
給
食
の

仕
事
は
24
年
や
っ
た
に
。

　お
稲
荷
様
の
大
銀
杏
が
見
え
る
ら
。

前
は
盆
踊
り
を
そ
こ
で
も
踊
っ
た
。

お
寺
や
あ
ち
こ
ち
で
、
夜
で
湿
気
て

扇
子
の
紙
が
は
が
れ
る
く
ら
い
ま
で

踊
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
も
よ
く
歌
っ
た
。

こ
う
い
う
こ
と
は
好
き
だ
っ
た
な
あ
。

　（
話
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
感
心

し
ま
す
。
神
奈
川
県
に
い
る
ご
長
男

が
畑
の
世
話
で
帰
省
中
で
し
た
。
孫

か
ら
五
百
重
さ
ん
の
写
真
を
頼
ま
れ

た
と
の
こ
と
。
職
員
や
入
所
者
も
加

わ
っ
て
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
）

　こ
ん
に
ち
は
、
私
の
名
前
は
柚
香

で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
大
下
条
小

学
校
の
１
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
毎

日
、
早
起
き
を
が
ん
ば
っ
て
学
校
へ

行
っ
て
い
ま
す
。

　私
に
は
保
育
園
の
年
中
さ
ん
の

妹
が
い
ま
す
。
名
前
が
紡
季
と
い
う

の
で
、
み
ん
な
「
つ
む
ち
ゃ
ん
」
っ

て
呼
び
ま
す
。
と
き
ど
き
け
ん
か
し

ち
ゃ
う
け
ど
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ
の

仲
良
し
姉
妹
で
す
。

　最
近
は
、
２
人
い
っ
し
ょ
に
買
っ

て
も
ら
っ
た
自
転
車
に
乗
る
の
が
楽

し
み
。
家
の
近
く
の
駐
車
場
に
出
か

ゆ
ず
か

つ
む
ぎ

な
ご
み

い
な
り

い
ち
ょ
う

し

　け

け
て
、
か
ぁ
か
が
「
も
う
帰
ろ
う
よ

〜
」
と
言
う
ま
で
自
転
車
で
遊
び
ま

す
。
こ
の
ま
え
の
暑
い
日
は
、
冷
た

い
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、

つ
む
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
飲
ん
だ

よ
。　雨

の
日
は
、
お
家
の
中
で
大
好
き

な
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ご
っ
こ
。
お
歌
を

作
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
話
を

考
え
て
み
た
り
、
２
人
で
賑
や
か
な

「
ゆ
ず
つ
む
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
す
。

　早
く
つ
む
ち
ゃ
ん
も
小
学
生
に
な

っ
て
い
っ
し
ょ
に
小
学
校
に
行
け
る

と
い
い
な
。

阿南町　和合

佐々木　五百重さん
さ さ き い ほ え

阿
南
町

　富
草

宮
下
善
太
さ
ん
・
七
月
さ
ん
の
お
子
さ
ん

柚
香
さ
ん（
６
歳
）、 

紡
季
さ
ん（
４
歳
）

ぜ
ん
た

ゆ
ず
か

つ
む
ぎ

な
づ
き


